
エクセルで

売上・経費分析をしてみる

１まずまずまずまず、、、、年間年間年間年間のののの売上売上売上売上・・・・経費経費経費経費データをデータをデータをデータを把握把握把握把握しようしようしようしよう
商品ジャンルや経費（変動費・固定費）項目は、必要に応じて新たな欄を追加す

る（欄の増やし方などは、ダウンロードファイルの冒頭で解説）

販売分析シートには、下のような経営分析に欠かせない指標の表示欄があり、年間売上・収支管理表のデータをもとに、数

値が自動的に表示されるしくみ

＜＜＜＜検討検討検討検討＞＞＞＞平均客単価平均客単価平均客単価平均客単価はどれほどかはどれほどかはどれほどかはどれほどか？？？？
経営の効率性を考えるうえで平均客単価の把握

は重要。手間ひまがかかるわりには客単価が低

いという場合は、販売方法の見直しも必要になる

＜＜＜＜検討検討検討検討＞＞＞＞利益額利益額利益額利益額はははは適切適切適切適切かかかか？？？？
売上高から原価（ここでは仕入高を適用）を

差し引いた荒利益高や、売上高からすべて

の経費（ここでは変動費と固定費）を差し引

いた営業利益を検討

＜＜＜＜検討検討検討検討＞＞＞＞損益分岐点損益分岐点損益分岐点損益分岐点はこのままでいいのはこのままでいいのはこのままでいいのはこのままでいいの

かかかか？？？？
いくら以上売り上げれば利益が出るのか、その境目

となるのが損益分岐点。売り上げが損益分岐点を下

回る場合は、商売として破綻している状態

る（欄の増やし方などは、ダウンロードファイルの冒頭で解説）

年間売上年間売上年間売上年間売上・・・・収支管理収支管理収支管理収支管理

年間売上年間売上年間売上年間売上・・・・収支管理表収支管理表収支管理表収支管理表

年間売上年間売上年間売上年間売上・・・・収支管理収支管理収支管理収支管理

＜＜＜＜検討検討検討検討＞＞＞＞商品商品商品商品のジャンルごとののジャンルごとののジャンルごとののジャンルごとの売売売売りりりり上上上上げげげげ貢献度貢献度貢献度貢献度はははは？？？？
「相乗積の構成」などは、商品の重点的な販売戦略や見直しを検討する際には重要な指標になる
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これまで事業成績の分析から見えてきた改善点を踏まえ、次年度の売上高や経費（変動費・固定費）の目標額を設定する。下は

目標額は、目安となる金額を入力する。年額をおおまかに

設定するのではなく、季節要因なども考慮して月ごとに設

定していくのが理想

月次売上管理表の数字は年間売上・収支管理

表に反映されるが、実績値が目標額に達して

いるか、つねに確認を。実績値が芳しくなけれ

ば計画見直しも

固定費は削減項目の検討したうえでの目標額。変動費の多くを占める仕入高につ

いては、仕入れ方法、業者選定など検討課題を踏まえたうえでの目標額

実績データがエクセルできちんと管理されてい

れば、下画面のように、データをグラフ化するこ

とも簡単。グラフ化は、エクセルで、該当する

データ欄を選択して、ファイルメニューの「挿

入」→「グラフ」で表示される画面の指示に従っ

ていけば作成することができる。今回、本誌の

Webサイトからダウンロードできる年間売上・収

支管理表のシートでは、各項目の数字が入力

されば、売上高、変動費、固定費の3項目をも

とにしたグラフが自動的に作成されるように

なっている

商品ジャンルごとの売れ行きを分析するために、カテゴリー別・個別商品別に売上を計上する。

①①①①毎日毎日毎日毎日のののの売売売売りりりり上上上上げをげをげをげを記録記録記録記録しておくしておくしておくしておく

商品カテゴリーや個別商品の記入欄は、必要に応じて、例示項目を書き換えたり、行を挿入して増や

していく（挿入方法については、ダウンロードファイルの冒頭の「このファイルの使い方」で解説）

新年度の販売分析結果を前年

度と比べてチェック。前年度の

販売分析データが数か月分の

データに基づいていた場合は、

新たな事業年度についても、同

じ期間で比較する必要がある


